
マニフェストの取組み状況を報告します
　平成 24 年４月、禰冝田市長は「世界に誇る碧南市を目指して」を

スローガンに７つのローカル・マニフェスト（公約）を掲げました。

　最大限のＣ・Ｓ（市民満足度）を目指して限られた財源のなかで

最大限のコスト・パフォーマンス（費用対効果）を追求し、マニフ

ェストの実現に取組んでいます。

　これまで市長が掲げた主なマニフェストと、その取組みを紹介し

ます。詳しくは市ホームページの市長のページ内「市長のマニフェ

スト、主な実施・決定済み事項」をご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　経営企画課政策推進係
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①安心・安全

②福祉

③教育・文化・スポーツ

・地震・津波対策の充実
・宮城県塩竈市と災害時相互応援協定
　の締結
・地域防災力の強化
・中田川ポンプ場の建設
・名鉄廃線敷地の緑化整備
・権現線など市道の整備
・環境基本計画の着実な実施
・矢作川堤防リフレッシュ道路の整備

・（仮）福祉センターの建設
・特別養護老人ホームの充実
・障害児者対象の施設の整備促進
・入浴無料券を24枚に増加
・市営宮下住宅の建替え
・子育て施設の整備
・妊婦検診などの充実
・脳ドッグ受診者定員の拡大
・バリアフリー化の推進

・市民の文化活動の推進
・サッカーグラウンドの整備推進
・少人数指導授業の推進
・矢作川河川敷の有効活用
・少年の海外スポーツ交流事業
・市民図書館の開館時間の延長
・海浜水族館のリニューアル

△標高記載看板

△名鉄碧南駅前の公衆トイレ

△海浜水族館

・標高記載看板、一時待避所看板の設置
・へきなん防災メールの運用を開始
・地震動・液状化・津波シミュレーションに着手
・農業者コミュニティセンターに防災倉庫、羽久手グラウンド
　に防災備蓄倉庫を設置
・耐震シェルターや木造住宅の耐震改修補助制度を継続
・避難所および幼稚園・保育園、小中学校校舎・屋内運動場の
　窓ガラス飛散防止工事を実施
・小中学校の屋内運動場や柔剣道場、卓球場の吊り天井、水銀
　灯の耐震調査を完了し、改修工事を実施中
・新川小・鷲塚小の校舎耐震改築完了（南中は実施中）
・社会福祉法人を始め多数団体と災害時における協定を締結
・宮城県塩竈市と災害時相互応援協定を締結
・避難行動要支援者台帳管理システムを導入
・中田川ポンプ場の建設着工
・名鉄廃線敷地の緑道整備着工
・市道権現線の拡幅および歩道を設置し、一部供用
・人身事故の多い交差点や小学校の通学路にカラー舗装を施工
・幼稚園・保育園、小中学校、臨海体育館、海浜水族館、まち
　かどサロン、駅前駐輪場に防犯カメラを設置
・矢作川堤防リフレッシュ道路を整備中

・へきなん福祉センターあいくるを開設
・鷲塚地区に特別養護老人ホームひまわりを開設
・障害児対象の放課後等デイサービスを行う生活介護等福祉施
　設が大浜地区で開設
・65歳以上の高齢者および障害者へ入浴優待利用券24枚を継続
　配布
・市営宮下住宅建替事業の着
　工
・子育て支援センターここる
　っくしんかわを開設
・新川児童クラブの待機児童
　解消のため分館を新設
・産後健康診査費を公費負担
・脳ドック受診者の定員を200
　人に拡大
・名鉄碧南駅および碧南中央
　駅周辺のバリアフリー化整
　備方針策定、碧南駅前広場
　に公衆トイレを整備
・認知症高齢者のはいかい捜索メールサービス（安心ッス！へ
　きなん支え愛ネット）を開始し、捜索模擬訓練を実施

・哲学たいけん村無我苑名誉村長梅原猛氏原作のスーパー能「世
　阿弥」を中部圏で唯一開催
・碧南緑地少年サッカー場に防球フェンスを設置
・少人数指導授業を小学３年生まで拡充し継続実施
・小中学校に専門的司書を継続配置
・碧南市少年スポーツ海外派遣交流事業費補助金制度を創設
・公共施設の年末年始の開館日の増加および月曜振替休日の開
　館
・海浜水族館既存施設の更新工事を完了
・市民の運動参加率を競うスポーツイベント「チャレンジデー」
　に５年連続参加し、平成26・27年と連勝

△ここるっくしんかわ

△チャレンジデーの様子
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⑤行財政改革

④産業基盤の充実⑥協働社会の構築

⑦発信力の強化

・税収に対応できる歳出構造の確立
・市長の給料月額をカット
・副市長の１人体制
・使用料・手数料の見直し
・公共施設の有効活用
・広域行政の推進
・広告収入の確保
・職員教育の充実
・あらゆるムダの発見と排除

・衣浦港湾計画の改訂
・農業・漁業・商工業および地場産業
　の振興
・国道247号側道整備
・浜町交差点の改良
・碧南伊勢土地区画整理事業の早期整
　備
・新築住宅建設等促進補助金の継続

・協働に関する基本条例の制定
・地域活動推進を図る組織の設置
・ボランティア支援活動の強化
・シルバー世代の協働参画
・市民活動支援サイトの開設

・ホームページの充実
・宣伝広報活動の強化
・案内板の充実
・地場産品のＰＲ
・スポーツなどの全国大会の誘致
・碧南の歴史のメジャー性発掘と広域
　的発信

△屋根貸しでの太陽光発電

△浜町交差点の道路△あいくる内の市民活動センター

△10月から公開したＰＲ動画

・財政再スタート宣言により県下標準レベルへの改革を行い、
　最低の税収でも安定した市政運営ができる歳出構造の確立に
　向けた見直しを実施
・市長、副市長、教育長の月額給料を減額
・副市長を１人体制に変更
・職員の退職手当など、各種手当の引下げを実施
・公共施設の使用料を全面見直し、新たな使用料で運用を実施
・公共施設のあり方を検討する施設管理課を建設部に設置
・安城更生病院行きのあんくるバスが市民病院へ乗り入れを開
　始
・市民課窓口用封筒の広告掲載
　による無償提供の募集および
　市内11施設の屋根貸しを行う
　太陽光発電、くるくるバスや
　指定ごみ袋に広告を掲載して
　新たな財源を確保
・職員に対して市民対応能力を向上するためにＣ・Ｓマナー研
　修会を開催
・職員の改善活動が活発となり、職員提案制度の提案件数が増
　加
・人材育成を目的とし人事評価者研修を実施

・衣浦港港湾計画を改訂
・衣浦港２号地工業用地を造成し、進出する企業が早期に操業
　を開始できるように新たな補助制度を創設
・地域における消費喚起と商業者、サービス事業者および商店
　街の活性化を図るためにプレミアム付商品券を発行
・中小企業の販路拡大と営業力強化を目的に、企業展における
　出展費用の助成を行う新たな補助制度を創設
・臨海工業地帯の緑地面積率などを緩和し、設備投資できる環
　境を整備
・認定農業者および認定新規農業者が作成する経営計画の目標
　を達成するために実施する機械・施設などの購入事業に対し
　て補助を実施
・へきなん美人レシピコンテ
　ストを実施
・臨海野球場西に国道247号側
　道、浜町交差点から臨海工
　業団地への新たなアクセス
　道路を整備
・伊勢土地区画整理事業として建物などの移転補償、道路築造
　工事や仮換地の整地工事などに着手
・新築・取得した住宅を対象とする補助金の継続

・碧南市協働のまちづくりに
　関する基本条例を施行
・市民と市職員が合同で協働
　への理解、会議運営スキル
　の向上を図る会議ファシリ
　テーション講座を開催
・日進地区で地域の課題を自
　ら解決する組織を検討する
　モデル会議を開催し、「つ
　ながりのわ日進みらいの会」として地域活動を開始
・鷲塚地区を対象とした地域協働フォーラムを開催
・市民活動の活性化および市民活動団体の自立と発展を促す補
　助制度を創設
・市民活動センターを通じて、
　シルバー世代に限らず、ボ
　ランティアなどの市民活動
　の連携や技術向上を図るた
　めの車座集会やスキルアッ
　プ講座を開催
・へきなん市民活動サイト「み
　なとも」を開設

・市ホームページにＣ・Ｓへきなん動画ギャラリーを継続配信
・外国語自動翻訳サービスを継続
・市ＰＲ用の職員名刺を作成
・住もまい！へきなんＰＲ動画を配信
・各種イベント啓発用Ｔシャツなどの積極的着用を推進
・Ｃ・Ｓへきなん広報ｔｗｉｔｔｅｒ・Ｆａｃｅｂｏｏｋ、海
　浜水族館Ｆａｃｅｂｏｏｋの運用開始
・スマートフォン用ＡＲへきなん観光アプリを開発・運用
・外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）を含めた観光パン
　フレットを作成
・碧南市ふるさと応援寄附金制度を創設し、パートナー企業と
　協働して市の特産物を進呈
・碧南市ふるさと応援寄附金Ｆａｃｅｂｏｏｋの運用を開始し、
　各種メディアでお礼の品などを掲載
・碧南人参の日、愛知の新たまねぎの日イベントを開催
・技能五輪全国大会を始め、ラジコンボート全日本選手権大会、
　ソーラーボート＆人力ボート全日本選手権大会、高松宮賜杯
　全日本軟式野球大会、全国女子軟式野球選抜交流碧南大会、
　スラックライン全国大会など全国大会を招致
・歴史系企画展「山中信天翁と幕末維新」を開催し、「訳注　
　大浜陣屋日記　下」「碧南の文化財２」を発刊

△レシピコンテストの様子

△市民と市職員との合同会議

△みなとものページ
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